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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ．環境影響を常に意識し、地域環境保全に配慮した事業活動を行います。

２ ．事業活動における廃棄物低減を進めるため、生産工程における環境負荷及び

不良率の削減に積極的に取り組みます。

３ ．環境負荷低減のための目的、目標を定め、継続的改善活動に努めます。

４ ．環境保全活動に関する法規制、自社ルールを遵守します。

５ ．全社員への環境教育を実施し、環境保全に対する意識向上に努めます。

制定日： 2017年4月1日

【環境理念】

　　株式会社ピーエーイーは、積極的な環境保全活動により、次世代により良い環境を引き
継ぎます。

代表取締役社長

　エコアクション21の取り組みも5年経過し、環境活動に対する意識が高まって来ていることを感じます。
　2021年度から2022年度は、新型コロナウイルスの影響を受ける中での生産活動となりましたが、豊丘工場増築
等、設備投資を積極的に行い売上も伸ばして来ました。
　物価高や円安等、取り巻く環境が著しく変わり、目標に対する達成状況も評価が難しい状況とはなっておりま
すが、生産量増加している状況下でありながら、リサイクルやエコ活動も推進され環境目標に対する実績の達成
状況もみても、活動の成果が出ていると評価致します。
　昨年度からは、「ＳＤＧs」の活動を開始致しました。エコアクション21の環境活動と通じるものは多く、環境
活動においては個人目標から各事業部のプロジェクト活動における具体的な取り組みを通して、さらに全社で
推進されることを期待します。

環 境 経 営 方 針
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（１） 名称及び代表者名
株式会社ピーエーイー
代表取締役社長　武田　慎一郎

（２） 所在地
本社(毛賀工場) 長野県飯田市毛賀240-2
阿智工場 長野県下伊那郡阿智村駒場2000
豊丘工場 長野県下伊那郡豊丘村神稲3370-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 管理部長 福与　透 TEL：０２６５－２２－７８０８

担当者 品質保証部 小林　哲也 TEL：０２６５－３５－７５２４

（４） 事業内容
製品設計、樹脂成形、金属切削、コイル加工、ハーネス加工、製品組立

（５） 事業の規模
売上高 千円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社ピーエーイー
対象事業所： 本社(毛賀工場)

阿智工場
豊丘工場

対象外：
活動： 製品設計、樹脂成形、金属切削、コイル加工、ハーネス加工、製品組立

□事業の紹介

1,434,408

組 織 の 概 要

1345 2420

阿智工場本社(毛賀工場)

6,505㎡

豊丘工場
0

0
36 12 49

合計
97名

2740 0

主な事業の紹介

商品の紹介

サービスの紹介

などを載せるとよい
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更新日：

代表者

内部監査員

環境管理 責任者

環境事務局

小林

福与

2023年7月21日

社長 武田

管理部

福与

環境委員会

環境経営組織及び役割・責任・権限

環境管理

事務局

経営管理

部
製造部

成形・切削・

ﾊｰﾈｽ・組立

品質保証部 新規営業

企画部
設計開発

事業部

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境に関する内部監査の実施

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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単位
kg-CO2

ｋｇ
ｋｇ

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
※2021年度のデータは期初から期の途中まで

2013年

現在 省エネ、ハイブリッド車

2030年 省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

2050年 省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

燃料で残る分は太陽光発電の売電分で相殺し、実質1/10

✕

〇

✕

✕
✕

〇

〇

✕

✕

2,472 5,617kg-CO2灯油による二酸化炭素
削減

2,396
基準年度比

0.8

110%

産業廃棄物の削減

92%
2,028

0.001

3,581
75% 93%

97%97%

90%
2,474 2,073

29,494

941,380

0.8

929,278

931,577

0.9

90%

8,630 8,199 9,788

4,827

1,048,749
2,522

6,896 6,206

3,851

2,140

2021年

2021年 2022年

2,522 2,421

0.002 0.001
95%

1.734 1.563 1.664 1.647

評
価

1,067,750

2021年 98%

2023年

108% 96%

96%98% 223%

28,645

kg-CO2

二酸化炭素総排出量

　産業廃棄物排出量

電力による二酸化炭素
削減 基準年度比

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

基準値 2022年
（目標）

4,016

中部電力

3,851 2,522

項　目

0.452 0.452

（基準年)

　一般廃棄物排出量

原単位 kWh/千円

廃棄物排出量

1,013,638 910,313

水使用量

1.699

5,526

（目標）

中部電力

2,731 2,253 2,474

（実績）

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 980,297 960,691

自動車燃料による二酸
化炭素削減 基準年度比 2021年 98%

kg-CO2 29,531 28,941

一般廃棄物の削減
kg

0.001 0.001

948,243
95%

1,038,508 1,048,749

2020年

6,323

3,689

28,350

3,466

96%

2024年
（目標）

900,831

113% 92% 90%
7,940kg

㎥ 2,253
基準年度比

原単位 ㎥/千円

3,581

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

行動目標（次項による）

基準年度比 2021年

0.7
5,526 5,517

基準年度比 2021年
水道水の削減

7,767

課題を解決しチャンス
を活かす取組

行動目標（次項による）

基準年度比 2021年 93%
kg

2021年 95%

95%
洗浄剤使用量削減

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

中部電力

28.6t 578t

30 1,014t

20 500t

化石燃料 電力

100t

3t

売上は約2倍に増加
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

120 430
0

3月2月1月

0 0

原単位目標 ✕

12月

6月

182,885

0

・デマンドコントロールによる瞬時電力コントロール ○

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

原単位目標 〇
✕ 【評価】前年度対比にて、売上上昇の為、二酸化炭素排出量は増

加しているが、売上高原単位評価では基準年である2021年度に対
し、90％の実績となり効果が出ている。
【次年度の取組】使用量については引き続き削減を行う。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

182,885

7月 8月

○

171,809

・生産方法の改善による時間短縮 △

達成状況

数値目標

・不要照明の消灯、人感センサーの採用

○・空気圧縮機のエア洩れ点検

152,160 144,399 188,403 199,444 184,599 186,565
207,757 198,417

0

160,131

温度管理

4月 5月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

1200

175,631

10月
0

【評価】生産エネルギーではなく、生産場所の暖房にのみ使用。工
事の為、プレハブ事務所などの影響もあり、2021年度より使用量
が大幅に増加してしまった。
【次年度の取組】使用量については引き続き削減を行う。

243
9月

00

169,727 177,005

60

195,705 180,815 172,161

11月 12月 1月 2月 3月

175,355
6月5月

209,604

120
146

0

数値目標 ✕

195,844

△
0 0
0 0

552

4月

43480 80

178,150

404

11月10月9月8月7月

280

194,088174,258

60
0

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

0

100,000

200,000

300,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

200

400

600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

灯油（L） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

△

798
1,025

0

276 288

7月 8月

・帳票保管の電子媒体化

数値目標 〇

9月 10月 11月 12月

188168

3月

2月

12月6月 7月 8月

達成状況

・帳票見直しによる印刷物の削減 △

828

167

【評価】豊丘工場の樹脂リサイクル強化に合わせて、焼却ゴミと
なっていた材料袋（ビニール付）を一手間かけてビニールを剥いで
リサイクル紙として回収。焼却ゴミの削減を実現した。
【次年度の取組】次年度ではさらに分別の強化ができないか模索
するとともに、書類の電子媒体化を進める。

数値目標

807

127 96 130
223

0
0

951847 986

310

946
982 962

321414
9月 10月 3月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

404

149

802
818 950 1,257

3月
231112 130

【評価】　コロナ渦より、徐々に通常の営業活動ができるようになっ
ていった為、コロナ渦だった2021年度の比較はどうしても増加傾向
となる。
【次年度の取組】エコ運転の注意喚起をもっと積極的に行う必要が
ある。古い車体は燃費の良い車への入れ替えも検討する。

・エコドライブの浸透

772
755
860

9月 10月 11月

1,040 974 832
994

175

2月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月 2月

116

4月 5月

0

206 139

731 714
854

11月

0

7月 8月

114 151 79

316 232 227 314

0

6月

4月 6月5月

4月 5月

88 152 137 139

・分別の徹底、強化 ○
〇

△

12月
414 404

270310 95
320274

315 123 125 101
291

1月

1月

193
0

204 105

0

500

1,000

1,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

100

200

300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

軽油（L) 2021年 2022年

0

200

400

600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

洗浄剤使用量削減

取組紹介欄

2021年

2022年

4月 5月

825 1,000 750 7580
758 500 1,000

0 0

1月 2月

439

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

758 758
258

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

0

○
・有害性物質の表示の徹底、従業員教育

500 1,008 1,100 1,325

【評価】昔、井戸水を使っていた時の配管があり、バルブを開いた
ために水道水が井戸水へ逆流する漏水が発生した。また、クーリ
ングタワーの保守の為に、毎週月曜日に冷却水の入れ替えを開
始。水質問題対応の為苦労している。
【次年度の取組】トラブルの防止と水質チェックによる入れ替え水
量の削減検討。

△
・代替物質の検討

620 657

○

4月
168 1,051

614

✕

×

0

388 0

・有害性物質取扱者の健康診断の実施

0 0

0

達成状況

数値目標

0
8月
338333 0 323

6月

0 250

5月 6月 7月 8月

達成状況

362 231

0

1月

【評価】現段階では生産状況に応じて使用量は変化するものの現
状維持となている。
【次年度の取組】一番ネックとなっている切削グループの洗浄剤で
使用しているメタクレンにおいては、設備の入れ替えを視野に使用
しない方向で検討を進めている。

3月
750 1,083 1,025 1,258 750 1,000

1,008

137 567 729

・帳票見直しによる印刷物の削減 △
・帳票保管の電子媒体化

・分別の徹底、強化 ○
数値目標 ✕ 【評価】廃プラの削減に対して、具体的な手が打てなかった。

【次年度の取組】きれいなプラとそうでないプラを分別し、産業廃棄
物の削減を進めたい。

△

3月
365

取組結果とその評価、次年度の取組計画

758
262 621

12月 1月10月

193 399 659424

2月
451 748

9月

307 302

達成状況

7月

0 455 0
403 0

数値目標 ✕

373 0
376

744748

0
391 0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月
480 0
428 0

10月 11月 12月 3月9月
0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

11月

0

200

400

600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

産業廃棄物（kg） 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

洗浄剤使用量（kg） 2021年 2022年
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＜本社工場＞
　①切削油量の削減（継続中）

・ドラム缶からの汲出し量の把握と異常値の管理
・設備の切削油漏れ箇所の修繕

＜豊丘工場＞
　①樹脂分別強化、産業廃棄物分別強化（継続中）、

・分別の全体教育実施(不定期)
　②不適合品の再利用（継続中）

・透明材は製品として再生利用する事が難しい為、1回使用して回収してもらっていたが、粉砕して
パージ材（洗浄材）として再利用した。

　③節電（継続中）
・デマンドによる電力管理
・人感センサーにより照明の点灯消灯を自動化（新工場）

＜阿智工場＞
　①電力量・燃料使用量の節約

・無理のない範囲でのエアコン使用制限（扇風機・ストーブで対処）
　②地元企業からの資材委託や外注委託
　③地元学生の会社見学・企業体験の受入れ

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

騒音規制法

浄化槽法

振動規制法
水質汚濁法

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

空気圧縮機の設置

浄化槽の使用

空気圧縮機の設置

緊急時の処置

廃棄物処理法 産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）
適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

外部からの環境上の苦情は2022年4月1日～2023年3月31日の間ありませんでした。

危険物の保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫の設置

各事業所の取組紹介

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
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緊急事態の想定： 水災害発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： □通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり □ なし

■実施状況の様子
水災害避難訓練

　水害発生時の工場止水板の設置、ハザードマップ、避難場所の確認、避難訓練

35名

　社員の緊急時の対応の理解を深めることができた。

2022年9月1日 豊丘工場

緊急事態対応の試行・訓練

止水版取付作業 ハザードマップ確認

避難所集合
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

　このリンクしたExcelファイルの環境経営レポートの作成が初めてだったので、探り探りの資料まとめとなってしまいました。
　毎月のデータもこちらに入力していけば資料まとめもずいぶん楽だったと思いますが、資料作成方法の理解不足により、とっ
かかりが遅れ遅れとなった為、結局、リンクを確認しながら少しづつ理解し、別で管理しているデータをすべて打ち込むことから
始めたため環境経営レポートを作成するのに時間がかかってしまいました。
　次年度からは、一度作成しているベースと経験があるので、先生よりアドバイスをもらいながら修正するところは修正し、より
計画から実績を追っていけるように活用出来るようになると思います。その際、工場毎の活動する社員が計画と実績を共有で
きるようにし、成果をフィードバックすることで個々のモチベーションにもつなげていけたら尚良いと感じます。

　エコアクション２１の認証を受けて5年が経過し、その取り組みに対しての意識の向上に停滞も感じることもありましたが、
SDGsの取り組みを開始し、2021年10月に長野県SDGs推進企業に登録されたことで、環境活動への取り組みに再び意識向上
がみられます。
　ＳＤＧｓ初年度は、省エネ設備への切り替えや、ハイブリット車の導入、工場照明のLED化などを進めて来ました。こども病院
への寄付金付きのの自動販売機の導入等の社会貢献活動へも力を入れております。
　コロナ渦の中でも設備投資を進める中で、豊丘工場に新工場を設立しました。新工場では、太陽光発電のソーラーパネルの
設置は現時点では見送りましたが、将来的には自家発電も視野に入れております。新工場では、人感センサーを各所に設置
し、断熱もしっかりとした工場を建設し、エネルギー効率の改善を図っています。
　環境活動はアナウンスを中心とした事務局の発信にて船頭したものの、内容の精査や進度管理は、各工場に任せてきたこと
もあり、活動内容や成果などにバラつきが出ています。まずは、実績の見える化を行い、活動内容やその成果を全社で共有す
ることで、次年度への取り組みに弾みをつけ、さらなる向上を目指します。
　地道な活動が大きな成果を生みます。そのことを社員一人一人が理解し、日々の活動を推進していくことを望みます。

これまでの環境活動の紹介

2023年8月4日

代表者による全体の評価と見直し・指示

・パージ材とランナーは材質（樹脂名）毎に捨てる様になっています。
分別がしっかりとされていると業者の方が買い取ってくれ、再利用されます。

・分別がしっかりされていないと業者さんが回収してくれませんので、誰かが分別をするしか無いです。

今回、PC材（ポリカーボネート）の中に
PMMA（アクリル）が入っていました。
似ている材料が有りますので
注意が必要です！！

○　解らなかったら聞いて下さい。

パージ材・ランナーは決められた場所へ捨てましょう！！

工程記録表に材質が書いて有ります。

・材質（材料名）が解らない時はどうすのか？

材料管理カードにも書いて有ります

【現場完結】
MS-0610

工 程 記 録 表 成
形
機
N
O
48

ロット（成形日） 品
番 N9130-25580

※□には確認後に✓チェックする

※未記入無き事（該当しない場合は斜線で消す）

承　認

【現場完結】
品
名 ﾚﾝｽﾞ 24V 橙  （POLARG）

使
用
樹
脂

PMMA

現場責任者 データ入力 データ入力 測定・検査

【注意・指示事項】

金型取付 ☐
現場完結

成形条件呼び出し ☐

パージ数 #
個

捨てショット数 #
回

【段　取】
計画数 Ⓐ 取数 2 個

【材料乾燥】 【材　料】

温調機接続・設定 ☐ 乾燥開始 月　　　日  　　時　　　分
材料名 アクリペット VH 255 樹脂名 PMMA 外観・・・シルバー・キズ・アサクリン残り注意

取出し機取付・設定 ☐ 成形開始 月　　　日  　　時　　　分

類似品多数あり注意
コンベア設置・設定 ☐ 乾燥実測 温度

90 ℃ 時間 5 H 投　入
材料名℃ 時間 H

ホッパー設置・設定 ☐ 乾燥設定 温度

作業者 Wﾁｪｯｸ
粉砕機設置 ☐

作業者 連続 □

連続時Wチェックは斜線

ロット 色・製品表面の文字確認
油圧ポンプ設置 ☐

   材料管理カード

バーコード *A0101*
2 管理番号 A0101

2 図　番 N9130-2591A

2 製品名 レンズ 橙 POLARG

2 樹脂名 PMMA

2 材料名 アクリペット

グレード VH255

2 色 橙

2 乾燥温度 90 ℃

2 乾燥時間 5 H

2 Lot.No.

年 月 日

頁 1 ／ 1

〇　パージ材の削減にご協力をお願いします

材料の価格が高騰しています、立上げ時のパージは品質問題の発生が心配ですのでヨシとしますが

機械停止時は、早めに材料ホースを抜くか、ローダー（材料吸い上げ装置）を切りガラス管の

材料が無くなったら機械を停止しましょう。

〇　PC材の廃材の中に【4.42㎏】のパージ材かたまりが入っていました。

☆　TEM4.0　インナーｶﾊﾞｰ　重量　　1個　27.4ｇ　　ですので、161個の製品ができます。

　　 計算式　4.42㎏×1000ｇ÷27.4ｇ=　161個

　　時間で計算すると・・・

3600÷44（サイクル時間）×2（取り数）=　163（1時間できる数量）　　

161÷163（1H）=　0.98H　

以上の内容は一例です。

3600÷44（thời gian xoay vòng ）×2（Số lượng lấy）=　163（số lượng có thể thực hiện trong 1 giờ）

161÷163（1giờ）=　0.98giờ

〇YÊU CẦU VỀ VIỆC CÙNG NHAU HỢP SỨC ĐỂ GIẢM VẬT LIỆU VỆ SINH

Giá nguyên liệu rất cao, Việc lo lắng về việc xảy ra chất lượng sản phẩm xảy ra vấn đề vào lúc khởi động vệ sinh cũng tốt.

Tuy nhiên, khi máy dừng, hãy rút ống nguyên liệu ra càng sớm càng tốt, hoặc cắt bộ nạp (thiết bị hút nguyên liệu) và dừng m

áy khi nguyên liệu ống thủy tinh đã hết.

Có [4.42kg] vật liệu tẩy rửa trong thùng chất thải.

Nội dung bên trên là một ví dụ 

Sản phẩm có tên TEM4.0　可動磁極 trọng lượng chỉ tính riêng phần nhựa thì 1 sản phẩm là 1.29g.

Nên với lượng chất thải trên có thể sản xuất ra 1872 sản phẩm

Biểu thức tính    4.42㎏×1000ｇ÷27.4ｇ=　161 sản phẩm

Nếu tính bằng thời gian

連絡・指示・報告・依頼書
発行 2023 3 14

承　認 審　査 作　成

ワンポイント
件　名 　パージ材の削減のお願い YÊU CẦU GIẢM VẬT LIỆU VỆ SINH

何とか利益を出したいと思いますので、一人一人のご協力をお願いします。
Vì muốn nâng cao lợi nhuận bằng cách này hay cách khác nên mỗi người mỗi người

 hãy cùng nhau hợp sức

PAE

'23.03.14

渡邉

11


